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略歴
昭和22年 (1947年） 1月3日生（父寅吉母志げ子の三男として岐阜市に生まれる）
昭和35年 (1960年） 4月 岐阜市立本荘中学校入学， 38年3月同校卒業
昭和38年 (1963年） 4月 私立滝高等学校入学， 43年3月同校卒業
昭和43年 (1968年） 4月 一橋大学商学部入学，昭和47年 3月卒業
昭和47年 (1972年） 4月 一橋大学大学院商学研究科修士課程入学，昭和49年 3月 修士
課程修了
昭和49年 (1974年） 4月 一橋大学大学院商学研究科博士課程入学，昭和52年 3月 単位
取得退学
昭和52年 (1977年） 4月 関西大学経済学部専任講師
昭和55年 (1980年） 4月 視聴覚教育運営協議会委員（同年9月30日まで）
昭和56年 (1981年） 4月 関西大学経済学部助教授
昭和57年 (1982年） 4月 広報委員会委員（昭和58年9月30日まで）
昭和59年 (1984年） 10月 学生主任（第2部担当）（昭和60年9月30日まで）
昭和61年 (1986年） 4月 情報処理センター委員会委員（昭和63年 3月31日まで）
昭和63年 (1988年） 3月 関西大学学術研究員としてバーミングガム大学で研究（平成元
年6月まで）
平成2年 (1990年） 10月 学生主任（第2部担当）（平成3年 9月30日まで）
平成3年 (1991年） 4月 関西大学経済学部教授
平成4年 (1992年） 4月 国内研修員（同年9月まで）
平成5年 (1993年） 4月 学部学生相談主事（平成5年9月30日まで）
10月 人権問題委員会委員（平成6年3月31日まで）
平成8年5月23日死去
著作目録
著書
「わが国経済と中小企業』（共著）財団法人企業経営通信学院 1976年8月
翻訳書
rィンフレ理論の新展開』 (J.F. フレミング）（共訳）日本経済評論社 1978年4月
「ケインズ経済学の再評価について」 (A.Z. ハインズ）（『ケインズ経済学の再評価』花輪
俊哉監修第1章担当 東洋経済新報社） 1980年4月
『選択，期待および不確実性J(J. L. フォード）関西大学出版局 1994年 1月
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論文
「富効果と金融政策」（『ビジネスレビュー』 24巻2号 一橋大学産業経営研究所 1976年
9月
「日本の金融制度」（水野正一，花輪俊哉編『金融の経済学』有斐閣） 1976年3月
「資産選択の在庫理論的アプローチ」（『金融ジャーナルj第18巻2号） 1977年2月
「金融政策」（小泉明・山下邦男編『金融論』第8章担当 青林書院新社） 1978年9月
「貨幣賃金について」（『一橋論叢』第83巻6号） 1980年6月
「家計の貨幣需要」（関西大学『経済論集』第30巻4・5・6合併号） 1981年 2月
「不均衡と貨幣需要」（関西大学『経済論集j第32巻6号） 1983年3月
「公的金融と財政政策の効果」（『日本の公的金融をめぐって』第 3章担当，近畿郵政局貯
金部） 1985年7月
「スタグフレーション」（『金融学会報告』 64号） 1987年7月
「不確実性下での経済行動(1)-G.L. S. シャックルを中心に一」（関西大学『経済論集』第
39巻4・5合併号） 1989年12月
「公的金融と経済成長」（関西大学『経済論集』第39巻 6号） 1990年3月
「ケインズ『一般理論』における利子率の役割について」（関西大学『経済論集』第40巻 5
号） 1991年 1月
「貨幣の変容J(花輪俊哉編『日本の金融経済』第2部第 1章担当 有斐閣） 1995年10月
書評
プライアン・モーガン「マネタリストとケインジアン」（関西大学『経済論集』第31巻3号）
1981年10月
辞典項目執筆
「インフレーション」「リフレーション」「ディマンド・インフレーション」 rコスト・イン
フレーション」「ディスインフレーション」「スタグフレーション」（『体系経済学辞典』第
6版東洋経済新報社） 1984年11月
研究報告
「不確実性下での経済行動ーG.L. S. シャックルを中心に一」金融学会関西部会 1989年11
月
所属学会
金融学会生活経済学会
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